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私
は
西
濃
運
輸
株
式
会
社
に
勤
め
て
お

り
、
同
社
の
空
手
道
部
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
２ 

年
開
催
の
ぎ
ふ
清
流
国

体
に
向
け
、
選
手
と
し
て
招
致
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
選
手

と
し
て
約
６
年
在
籍
後
、
コ
ー
チ
を
経
て

現
在
は
監
督
と
し
て
チ
ー
ム
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

自
ら
体
現
す
る「
選
手
」か
ら「
指
導
者
」

の
立
場
に
変
わ
っ
た
と
き
、
一
番
苦
慮
し

た
こ
と
は
「
伝
え
る
」
こ
と
の
難
し
さ
で

し
た
。
感
じ
方
や
捉
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
、
当
初
、
私
は
こ
う
だ
け
れ
ど
選
手
に

は
ど
う
言
え
ば
わ
か
る
だ
ろ
う
と
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
過
ご
す
毎
日
で
し
た
が
、
選

手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的

に
意
識
し
、
各
々
の
人
と
な
り
や
性
格
を

知
る
こ
と
で
同
じ
こ
と
を
伝
え
る
に
し
て

も
人
に
よ
っ
て
言
い
回
し
を
変
え
る
こ
と

な
ど
少
し
ず
つ
私
自
身
も
学
べ
て
い
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

各
々
の
個
性
が
光
る
中
で
も
全
選
手
に

共
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「
上
手
く
な
り
た
い
」「
勝
ち
た
い
」

と
思
う
向
上
心
で
あ
り
勝
負
欲
で
す
。
こ

れ
は
私
も
同
じ
で
し
た
。
試
行
錯
誤
の

日
々
が
あ
っ
て
も
、
目
指
す
先
が
同
じ
で

あ
れ
ば
途
中
に
何
が
あ
っ
て
も
進
み
続
け

ら
れ
る
と
私
の
心
を
強
く
さ
せ
て
く
れ
る

の
も
ま
た
選
手
で
す
。
自
身
で
体
現
す
る

こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
は
選
手

の
目
標
や
勝
利
を
信
じ
と
も
に
歩
み
を
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
空
手
道
部
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

い
た
だ
い
て
い
る
会
社
や
従
業
員
・
地
域

の
皆
さ
ま
、
試
合
の
た
び
に
会
場
ま
で
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
る
ご
家
族
、
本

当
に
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
私
た
ち
は

競
技
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
私
た
ち

の
取
り
組
む
姿
勢
や
過
程
、
そ
の
先
の
結

果
を
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
る
こ
と
、
一
緒

に
笑
顔
で
締
め
く
く
れ
る
こ
と
を
今
後
も

チ
ー
ム
の
理
念
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
一
歩

ず
つ
空
手
道
部
の
歴
史
を
刻
め
る
よ
う
に

歩
ん
で
い
き
ま
す
。

監
督

と
も
に
歩
む

（
詳
細
は
二
面
に
掲
載
）

学
童
写
生
大
会
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四
月
二
十
九
日
〜
五
月
六
日

本
間
絵
美
子

表
千
家
左
海
大
宗
匠
お
点
前
に
よ
る
献
茶
式

＝
三
月
二
十
二
日
、
本
堂
で

西
濃
運
輸
空
手
道
部
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三
月
二
十
二
日
、
本
堂
に
お
い

て
、
表
千
家
同
門
会
左
海
大
宗
匠

お
点
前
に
よ
る
献
茶
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。【
写
真
一
面
】

　

表
千
家
同
門
会
愛
知
県
支
部

（
支
部
長
＝
名
古
屋
鉄
道
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
、
当
山
信
徒

総
代
髙
﨑
裕
樹
氏
）
設
立
五
十
五

周
年
、
青
年
部
設
立
二
十
五
周
年

を
記
念
し
、
山
本
亜
土
名
誉
顧
問

ご
臨
席
の
も
と
行
な
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

午
前
十
時
よ
り
開
始
さ
れ
た
献

茶
式
で
は
、
本
堂
を
埋
め
尽
く
し

た
表
千
家
社
中
、
同
門
会
支
部
会

員
ら
が
、
真
剣
な
眼
差
し
で
お

点
前
を
拝
見
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
献
茶
式
の
後
、
一
同
は
大
護

摩
供
を
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

二
十
二
日
、
二
十
三
日
に
は
、
青

年
部
主
催
に
よ
る
記
念
茶
会
が
茶

室
若
水
庵
に
て
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

仏
教
を
開
か
れ
た
釈
尊
（
お
釈

迦
さ
ま
）
の
ご
生
誕
を
祝
し
、
そ

の
ご
遺
徳
に
報
恩
感
謝
の
誠
を
捧

◆
と

き　

四
月
二
十
九
日
よ
り
五
月
六
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

作
品
提
出
締
切
は
六
日
午
後
五
時

◆
と

こ

ろ　

当
山
境
内
及
び
成
田
山
貞
照
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
参
加
資
格　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

◆
参　

加　

賞　

作
品
提
出
時
に
参
加
賞
（
お
菓
子
）
を

　
　
　
　
　
　
　

差
し
上
げ
ま
す
。

◆
画　
　
　

材　

指
定
画
用
紙
は
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

絵
の
具
、
ク
レ
パ
ス
、
画
板
、
筆
な
ど

　
　
　
　
　
　
　

は
ご
持
参
下
さ
い
。

◆
入
賞
者
発
表　

当
山
Ｈ
Ｐ
「
犬
山
成
田
山
」
に
て
発
表
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
出
品
団
体
等
に
入
賞
者
の
名
簿
を

　
　
　
　
　
　
　

送
付
し
ま
す
。

◆
表

彰

式　

六
月
二
十
九
日
（
日
）
午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　

信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

学
童
写
生
大
会

第 70回

げ
る
「
灌
仏
会
」（
花
ま
つ
り
）

が
四
月
六
日
〜
八
日
、
聖
蘭
堂
に

て
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

釈
尊
ご
生
誕
の
際
に
、
天
上
の

神
々
が
花
を
咲
き
ほ
こ
ら
せ
甘
露

の
雨
を
降
り
注
い
で
お
祝
い
し
た

と
の
仏
伝
に
倣な

ら

い
、
美
し
い
花
々

で
飾
ら
れ
た
花は

な
み
ど
う

御
堂
に
誕
生
仏
が

お
祀
り
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
拝
者
は
誕
生
仏
に
甘
茶
を
灌そ

そ

ぎ
、
手
を
合
わ
せ
、
釈
尊
の
ご
生

誕
を
お
祝
い
さ
れ
、
参
拝
後
に
は

堂
庭
に
用
意
さ
れ
た
甘
茶
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。

　

三
月
十
四
日
、
石
川
県
社
会
福

祉
協
議
会
大
居
勝
宏
常
務
理
事
が

来
山
さ
れ
、
義
援
金
へ
の
感
謝
状

を
小
豆
畑
主
監
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
当
山
で
は
、
昨
年
元
日
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

支
援
募
金
を
行
い
、
ご
信
徒
か
ら

寄
せ
ら
せ
た
義
援
金
を
昨
年
三
月

に
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

託
し
ま
し
た
。

成田山全国競書大会第 41 回

　
第
41
回
成
田
山
全
国
競
書
大
会
の
中
央
審
査
会
が

三
月
二
日
、大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
に
て
開
催
さ
れ
、

応
募
作
品
一
一
一
、一
六
三
点
の
中
か
ら
特
別
賞
の

十
三
点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
部
・
北
陸
地
区
か

ら
は
諏
訪
市
立
城
南
小
学
校
四
年
岩
波
あ
お
い
さ
ん

が
文
部
科
学
大
臣
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆文部科学大臣賞

諏訪市立城南小学校４年　岩波あおい

特別賞決定！

（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

能
登
半
島
地
震

被
災
地
支
援
募
金

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

厳
修

慶
祝
釈
尊
ご
生
誕

左
海
大
宗
匠
お
点
前
に
よ
る
献
茶
式

表
千
家
同
門
会

石
川
県

社
会
福
祉
協
議
会
来
山

信
徒
総
代
に
安
井
香
一
氏
ご
就
任

令
和
七
年
四
月
一
日
付
で
東
邦

ガ
ス
株
式
会
社
相
談
役
安
井
香

一
氏
が
信
徒
総
代
に
ご
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
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索
の
会
事
務
局
は
、
三
月

二
十
三
日
、
十
九
支
部
の
支
部
員

四
十
二
名
を
成
田
山
信
徒
会
館
三

階
に
召
集
し
、
第
五
十
五
回
成
田

山
索
の
会
支
部
合
同
役
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
会
員
物
故
者
に
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
来
賓
と
し
て
出
席

い
た
だ
い
た
小
豆
畑
主
監
よ
り
、

ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
令
和
六
年
度

の
現
況
と
事
業
報
告
、
来
年
度
の

事
業
計
画
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
小
豆
畑
主
監
よ
り
、
成

田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺
七
十
五

周
年
記
念
事
業
概
要
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
員
会
閉
会
後
、
参
加
者
一
同

は
午
前
十
一
時
か
ら
の
特
別
大
護

摩
供
に
参
拝
し
、
当
会
員
皆
様
の

会
員
安
全
を
祈
願
い
た
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

　

索
の
会
会
員
皆
様
に
よ
り
実
践

い
た
だ
い
た
「
合
掌
の
箱
」
難
病

者
激
励
金
は
、
例
年
四
月
に
中
日

新
聞
社
会
事
業
団
に
寄
託
さ
れ
、

十
月
に
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重

県
の
各
難
病
者
団
体
に
贈
ら
れ
ま

す
。
昨
年
度
の
贈
呈
式
に
は
、
今

枝
達
夫
氏
・
社
本
盛
治
氏
（
丹

羽
支
部
事
務
局
長
）、
成
瀬
彰
氏

（
明
智
大
教
会
支
部
長
）、
上
杉
勝

治
氏
（
四
日
市
支
部
長
）
が
出
席

し
、
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
よ
り

激
励
金
が
各
団
体
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
当
山
宛
に
各
難
病
者

団
体
か
ら
昨
年
度
の
激
励
金
に
対

す
る
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
団
体
名
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。（
順
不
同
敬
称
略
）

◆
愛
知
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
県
難
病
団
体
連

合
会
・
公
益
社
団
法
人　

日
本
リ

ウ
マ
チ
友
の
会
愛
知
支
部
・
プ
ラ

ダ
ー
ウ
ィ
リ
ィ
症
候
群
児
・
者
親

の
会
（
竹
の
子
の
会
西
東
海
支

部
）・
一
般
社
団
法
人
全
国
筋
無

力
症
友
の
会　

愛
知
支
部
・
愛
知

県
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
・
一
般

社
団
法
人
愛
知
県
腎
臓
病
協
議
会

◆
岐
阜
県

岐
阜
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
・

岐
阜
県
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
・

Ｉ
Ｂ
Ｄ
岐
阜
ち
ょ
う
会
・
岐
阜
県

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
・
特
定

非
営
利
活
動
法
人　

岐
阜
県
腎
臓

病
協
議
会

◆
三
重
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
難
病
蓮
・
一
般

社
団
法
人
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

友
の
会　

三
重
県
支
部
・
三
重
県

乾
癬
の
会
・
日
本
オ
ス
ラ
ー
病
患

者
会
東
海
支
部
・
み
え
Ａ
Ｌ
Ｓ
の

会◆
伏
見
口
支
部

(

新
任)

永
瀬　

て
つ
ゑ(

支
部
長)

(
新
任)

尾
嶋　

千
鶴

　
　
　
　
　

(

副
支
部
長
兼
会
計)

(

退
任)
植
松　

武
（
支
部
長
）

(

退
任)
佐
藤　

敬
一
（
会
計
）

◆
丸
山
成
田
講
支
部

(

新
任)

仙
石　

征
男（
副
支
部
長
）

(

退
任)

菊
田　

晃
奘
（
評
議
員
）

(

退
任)

仙
石　

征
男
（
監
事
）

　

四
月
六
〜
八
日
の
三
日
間
、
仏

教
を
お
開
き
に
な
ら
れ
た
釈
尊
の

ご
生
誕
を
お
祝
い
す
る
灌
仏
会

（
花
ま
つ
り
）
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
拝
者
は
花
御
堂
の
誕
生
仏
に

甘
茶
を
灌
い
で
お
参
り
さ
れ
、
釈

尊
の
ご
生
誕
を
祝
福
さ
れ
ま
し

た
。

　

三
月
八
日
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

「
フ
ラ
ハ
ラ
ウ
・
オ
・
ラ
ニ
カ
イ
」

さ
ん
、「
ア
ロ
ハ
ー
ト
・
オ
ハ
ナ
」

さ
ん
、
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
祝
福
」

さ
ん
が
来
山
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
は
ダ
ン
ス
と
歌
を
本
尊
様
に

奉
納
後
、「
諸
芸
上
達
祈
願
」
の

お
護
摩
を
お
受
け
に
な
り
ま
し

た
。

貞
照
寺
だ
よ
り

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

厳
修

慶
祝　

釈
尊
ご
生
誕

支
部
合
同
役
員
会
開
催

成
田
山

索
の
会

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

役
員
異
動

索
の
会　

特
別
企
画
予
告

難
病
者
激
励
金
へ
の

　
　
　

礼
状
が
寄
せ
ら
れ
る

「
た
す
け
あ
い
合
掌
の
箱
」
募
金

　

・
時
津
風
部
屋
稽
古
見
学
＆
ち
ゃ
ん
こ
会
食
（
七
月
上
旬
頃
）

　

・
犬
山
成
田
山
参
拝
＆
大
相
撲
名
古
屋
場
所
観
戦
（
七
月
中
旬
頃
）

　

・
成
田
山
大
阪
別
院
明
王
院
参
拝
旅
行
（
九
月
上
旬
頃
）

　

・
御
園
座
観
劇
（
十
一
月
頃
）

　
　

※
詳
細
は
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

諸
芸
上
達
祈
願

フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ



令 和7年 4月 25日 発 行 名 古屋 成 田 山 （ 4 ）

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

土
岐
市　
　

古　

賀　
　

敦　

子

江
南
市　
　

金　

野　
　

鈴　

子

中
津
川
市　

原　
　
　
　

誠　

哉

京
都
府　
　

筒　

井　
　

俊　

雄

可
児
郡　
　

梅　

田　
　

恵　

美

加
茂
郡　
　

粕　

谷　
　

マ
リ
子

知
立
市　
　

神　

谷　
　
　
　

宏

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

　

〃　
　
　

辻　
　
　
　

美
也
子

滋
賀
県　
　

中　

川　
　

佐
千
代

土
岐
市　
　

川　

上　
　

昌　

也

小
牧
市　
　

久　

郷　
　

珠　

代

犬
山
市　
　

久　

郷　
　

日
万
莉

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

春
日
井
市　

㈱
本
間
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　

本
間　

幹
也

名
古
屋
市　

㈱
Ｉ
Ｂ
Ｈ
Ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　

市
野　

貴
之

　

〃　
　
　

市
野
接
骨
院

　
　
　
　
　
　
　
　

市
野　

貴
之

岡
崎
市　
　

足　

立　
　

智　

子

　

〃　
　
　

足　

立　
　

和　

子

名
古
屋
市　

㈱
西
脇
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
　

西
脇　

誠
子

中
津
川
市　

山　

田　
　

益　

弘

各
務
原
市　

㈱
古
川
商
会

春
日
井
市　

杉　

浦　
　

仁　

美

犬
山
市　
　

成
田
山　

索
の
会

名
古
屋
市　

表
千
家
同
門
会

　
　
　
　
　

愛
知
県
支
部
表
千
家

　
　
　
　
　

愛
知
県
青
年
部

小
牧
市　
　

社　

本　
　

宮　

明

名
古
屋
市　

大　

門　
　

政　

敏

　

〃　
　
　

名
北
技
研
販
売
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

山
名　

隆
元

　

〃　
　
　

竹　

内　
　

佳
代
子

岐
阜
市　
　

い
ち
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

〃　
　
　

㈱
シ
フ
テ
ィ

小
牧
市　
　

安　

田　
　
　
　

聡

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

護ご

ま

ぎ

摩
木
の
お
す
す
め

お
名
前
と
お
願
い
事
を
浄
書
し

て
お
申
込
み
下
さ
い
。
お
護
摩

祈
祷
に
て
お
焚
き
上
げ
し
、
お

願
い
事
が
成
就
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。
初
穂
料

三
百
円
以
上
、
五
百
円
以
上

（大）

家
内
安
全　
　

成
田
一
郎

小
六　
　

木
村　

永
美

小
四　
　

三
輪　

快
晟

小
三　
　

細
谷　

海
翔

【
評
】
文
字
の
意
味
を
理
解
し
、
大

ら
か
な
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

【
評
】
四
文
字
が
ま
と
ま
り
良
く

上
手
に
書
け
て
い
ま
す
。

【
評
】
一
画
一
画
丁
寧
に
書
け
ま
し

た
。

紙
上
書
道
展

編
集
室
よ
り

三
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

三
月
の
登
山
講
社

三　

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

三
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

５月の成田山行事
◆ご縁日　1日、15日、28日
◆新生大仏入仏記念法要　５日
　　　午前 10 時　新生大仏前
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1時　信徒会館 3階
◆写経会　28 日　信徒会館 3階
◆学童写生大会
　　　4月 29 日～ 5月 6日

行事は中止または内容が変更となる場合が
ございます。最新情報はホームページ、境
内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

『
編
集
室
よ
り
』
は
紙
面
の
都
合

に
よ
り
休
載
い
た
し
ま
す
。

行
事
等
の
最
新
情

報
は
こ
ち
ら
で
ご

確
認
下
さ
い
。

犬山成田山
ホームページ

　

若
葉
が
眩
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
期
、
お
釈
迦
様
の
誕
生

を
祝
う
灌
仏
会
が
各
地
で
行
わ
れ
ま

す
。
当
山
に
お
き
ま
し
て
も
、
去
る

四
月
の
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
花

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
釈
迦

様
を
お
祀
り
し
た
聖
蘭
堂
に
て
五
色

の
仏
旗
を
揚
げ
、
誕
生
仏
に
甘
茶
を

か
け
お
釈
迦
様
の
生
誕
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
あ
の
五
色
の
仏
旗
に

は
、
深
い
教
え
が
込
め
ら
れ
て
い
る

の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

仏
旗
の
五
色
は
そ
れ
ぞ
れ
、
仏
様

の
お
姿
と
そ
の
徳
を
顕
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
青
色
は
仏
様
の

髪
の
色
で
心
を
静
め
る
力
を
、
黄
色

は
輝
く
体
で
揺
る
ぎ
な
い
性
質
を
、

赤
色
は
血
液
の
よ
う
に
人
々
を
救
う

情
熱
を
表
し
ま
す
。
白
色
は
歯
の
色

で
清
ら
か
な
心
を
、
樺
（
か
ば
）
色

は
袈
裟
の
色
で
忍
耐
強
さ
を
現
し
て

い
ま
す
。仏
様
は
虹
の
よ
う
に
、様
々

な
色
の
教
え
で
私
た
ち
の
人
生
を

彩
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。

　

そ
の
多
彩
な
色
に
込
め
ら
れ
た
教

え
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

梶
田
記


